
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  六方晶のＴｉ解析をサポート 
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１．概要 

 六方晶の代表的金属であるマグネシウムやチタンの方位解析を行う場合、極点測定が行われている。 

   粒径や大きさによりＸＲＤ，ＥＢＳＤで測定され解析が行われている。 

   ＸＲＤよる測定としては、θ／θプロファイル測定、極点測定がある。 

   θ／θプロファイル測定からｒａｎｄｏｍやＩＣＤＤとの強度比による逆極点、Ｌｏｔｇｅｒｉｎｇ解析 

   極点測定から、ＯＤＦ解析、配向関数、逆極点解析などが行える。 

   以下にＣＴＲソフトウエアによるチタン材料を例に解析方法を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．ＣＴＲソフトウエア 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅソフトウエアを中心とするＸＲＤシステム 

 ＴｏｏｌＫｉｔからカテゴリ別にソフトウエアを起動 

 

 

３．チタンの基本情報を参照 

 ＴｏｏｌＫｉｔ―＞ＤａｔａＢａｓｅ―＞ＭａｔｅｒｉａｌＤａｔａ 

  

 

 Ｈｅｘｇｏｎａｌ－＞Ｔｉｔａｎｉｕｍ－ａｌｐｈａ－＞Ｄｉｓｐ 

波長を１．５４０５６で計算された情報が表示されます。 



  

４．θ／θプロファイルは？ 

 ＤｔａＢａｓｅ－＞ＣｒｅａｔｅＰｒｏｆｉｌｅ 

  

  

 Ｔｉｔａｎｉｕｍを選択し Ｃａｌｃ 

Ｔｉｔａｎｉｕｍプロファイルが表示される 



  

 

  

  Ａｓｃｆｉｌｅｃｒｅａｔｅでプロファイルのファイル作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．θ／θ測定プロファイルから逆極点計算 

 測定データをシュミレーション 

  

 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ－＞ＴｏｏｌＫｉｔ－＞ＩｎｖｅｒｓｅＴｏｏｌｓ 

  

 

ＰｒｏｆｉｌｅｔｏＤｉｖｉｓｉｏｎＰｒｏｆｉｌｅで 

θ／θ測定連続プロファイルからピーク毎の分割データを作成 

 

 



ＭａｔｅｒｉａｌでＴｉｔａｎｉｕｍを選択 複数のプロファイルＡＳＣファイルを選択 

 

 ピーク位置に対する広がりを指摘し切り出す 

 

 

切り出したデータをＩｎｖｅｒｓｅＡｌｌで解析 

 

分割ファイルを選択 

 

 



ＩＣＤＤデータに対する比率を求める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

にて比率プロファイルを表示 

 

 



６．ＬｏｔＧｅｒｉｎｇ計算 

 

 

  

 

 



７．Ｈｅｘａｇｏｎａｌの方位解析の基本 

指数とｅｕｌｅｒ角度の関係 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ－＞ＴｏｏＫｉｔ－＞ＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤｉｓｐｌａｙ 

  

 ＨｅｘａＣｏｎｖｅｒｔ 

  Ｘ軸 ［１００］＜－＞［２１０］切り替え 

  ３指数＜－＞４指数切り替え 

  ｅｕｌｅｒ角度計算、指数計算をサポート 

   



 ＬａｂｏＴｅｘ説明書参考 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 



８．逆極点方位 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ－＞ＴｏｏＫｉｔ－＞ＩｎｖｅｒｓｅＴｏｏｌｓ 

 

  

 

８．１ 逆極点上の位置に対するＤｉｒｅｃｔｉｏｎ，Ｐｌａｎｅ計算 

   

  Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ＜－＞Ｐｌａｎｅ   

     

 



 ＬａｂｏＴｅｘ説明書参考 

   

 

  

 

     

 



８．２ Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ＜－＞Ｐｌａｎｅ切り替え 

 指数表示を切り替える 

  

 

 

８．３ 方位入力 

 指数入力はマウスクリックと手入力、手入力は以下 

 

 [0001]-[10-10]-[11-20] と[0001]-[10-10]-[2-1-10]切り替え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９．反射｛００１｝極点図から配向関数計算（Ｃｕｂｉｃは除く） 

 バックグランド削除、ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行った反射極点図より配向関数計算 

 

  

 配向関数計算 完全極点図、反射極点図（中心に極）、反射極点図（中心近傍）の計算 

  

  

  計算方法は２種類選択    

  



１０．極が中心付近に存在する反射極点図の配向関数（Ｃｕｂｉｃは除く） 

 反射極点図選択 

  

  

 極点図の外側を外挿 

  



  

 反射極点から完全極点図  作成された TXT2ファイルを選択 

  

 配向関数が計算される。 

  オリジナル 

    

 

 

 

 

 



１１．ＨＣＰのＳｃｈｍｉｄ因子を計算 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ－＞ＴｏｏｌＫｉｔ－＞ＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤｉｓｐｌａｔＴｏｏｌｓ 

  

 

  

  ＬａｂｏＴｅｘのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果から計算 

  手入力による計算 

  をサポート 

 

 

 

 

 



 １１．１ Ｓｌｉｐシステムによる方位シュミレーション 

  

 ステレオ三角形をマウスクリックで方位計算 

  

 １１．２ 方位手入力 

  

 

手入力による 

Ｓｃｈｍｉｄ因子計算 



 １１．２ ＬａｂｏＴｅｘ計算のＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを入力 

 入力データ LaboTexの VF%計算結果 

 

  

 方位をＣｕｂｉｃ指数に変換し計算 

 で１００％に変化可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１２．ＯＤＦ解析 

 ＯＤＦＰＯｌｅＦｉｇｕｒｅ２による測定データ処理 

 バックグランド削除、ｄｅｆｏｃｕｓ補正、規格化を行う。 

 

ＯＤＦ向け反射極点データ作成（中心から７５度データ） 

 

 

 

 

 

 

 



１２．１ ＬａｂｏＴｅｘ向けデータ作成 

 ＬａｂｏＴｅｘ以外に多数の ODF選択可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１２．２ ＬａｂｏＴｅｘで読み込みＯＤＦ解析 

  

入力極点図からＯＤＦ解析開始 

 

１２．３ ODF解析 

 



  Ｒｐ％が確認出来ます、 

   

ＯＤＦ－＞φ２選択 

 

 

 X軸変更 

  

 

 

 

 

 

 

 



１２．４ 方位の決定 

 マウスでＯＤＦ画面上をクリック 

 

 

 マウスクリックにより方位が計算される 

  

  マウスクリックによりＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ（ＶＦ％）画面が表示 

     ＶＦ％計算開始 

 



  

  ｛－１２５｝＜２１０＞が８０％、ｒａｎｄｏｍが２０％と計算されました。 

  ＥｘｉｔＳｈｏｗで計算されたＯＤＦ図を表示 

 

 

計算した ODF図、極点図、逆極点図をＥｘｐｏｒｔ 

 

 

 

 



１３．底面｛００１｝から配向関数計算 

  

 

   

 

 

 

 

 



１４．ＥｘｐｏｒｔしたＯＤＦ図をＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙで解析 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ－＞ＯＤＦＡｆｔｅｒＴｏｏｌｓ 

 

 

Ｂ－Ｔｙｐｅで解析を行う。  

 

 



１４．１ ｒａｎｄｏｍの定量 

１．０以下の密度を密度毎に５００のＢｏｘに振り分ける 

 

Ｂｏｘはバラツキにより選択 

 

もしｒａｎｄｏｍが含まれていれば、ｒａｎｄｏｍ方位の数が最大を示す。 

上記では、Ｍａｘ＝０．２０２ すなわち２０．２％含まれます。 

 

 



１４．２ 方位解析 

 ＯＤＦ図上にマウスカーソルを動かすとリアルタイムで計算された方位を示し 

 クリックで固定する。 

  

  euler角度（3.0,32.4,0.0）の密度が 534.6 

  Euler角度から計算した方位が  

  整数化された方位から計算した euler角度が  

 ４指数＜－＞３指数の確認は 

 



１５．極点図解析 

 １５．１ 入力極点図と再計算極点図から入力極点図のＥｒｒｏｒ評価 

  

 不完全極点図として評価される 

 ｄｅｆｏｃｕｓ関係の場合、ｄｅｆｏｃｕｓの再評価が可能 

  

  

 

 



 １５．２ ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎのＥｒｒｏｒ評価 

  ＶＦ％計算では未定量評価が重要 

  ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙでｒａｎｄｏｍが定量されている 

  １００－（求められた総定量値＋ｒａｎｄｏｍ値）が未定量値 

  極点処理で正確なバックグランド除去が重要 

  Ｅｘｐｏｒｔした極点図（再計算極点図、ＶＦ％から計算した極点図を選択） 

   

   

   

  完全極点図として比較される 

 

 

 

 

 



１５．３ 配向関数評価 

 ｛００１｝極点図による評価 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘ計算値と一致 

 

 

 



１６．逆極点図 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ－＞ＩｎｖｅｒｓｅＴｏｏｌｓ 

 

 

 

 

 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘを指定し、Ｅｘｐｏｒｔした逆極点図を選択 

  ＯＤＦ解析の種類（ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦではＨｅｘａｇｏｎａｌは扱えない） 

 

 LaboTexの場合（RD,TD,ND）を指定 

  FullInverseDisp,InverseData,ContourDisp の順に指定 

   



 画面上のマウス移動、クリックで方位を表示 NDの場合Ｐｌａｎｅを指定 

   

 逆極点は通常Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎである DをＤｉｒｅｃｔｉｏｎで示すと 

   

  RD方向はＤｉｒｅｃｔｉｏｎで表示 



 ＮＤをＤｉｒｅｃｔｉｏｎｄｅ表示すると 

  

 

  

Direction表示 

 

 

 

 

 

Plane表示 

 


